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事業計画と予算事業計画と予算平成25年度平成25年度

一　般　会　計　予　算
単位：千円

〈収入〉
63,965

〈支出〉
63,965

事　　業　　計　　画

特別会計予算

●
地
域
福
祉
事
業
の
推
進
と
福
祉
社
会
の

　構
築
を
め
ざ
し
た
事
業
を
展
開
し
ま
す

　
○
地
区
社
協
活
動
の
活
性
化
事
業

　
○
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業

　
○
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
集
い
事
業（
春
・
秋
）

　
○
ふ
れ
あ
い
相
談
所
の
設
置
事
業

　
○
児
童
遊
園
整
備
補
助
金
交
付
事
業

　
○
福
祉
教
育
推
進
事
業

　
○
地
域
福
祉
推
進
員
設
置
事
業

　
○
地
域
福
祉
推
進
会
議
の
開
催

　
○
避
難
者
生
活
相
談
支
援
事
業

　
○
善
意
銀
行
事
業

　
○
ワ
ナ
ゲ
大
会
開
催
事
業
（
新
規
）

　
○
視
覚
障
が
い
者
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
開
催
事
業
（
新
規
）

　
○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
管
理
事
業

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
普
及
を
図
り

　共
に
支
え
あ
う
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す

　
○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

　
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
情
報
収
集
と
情
報
誌
の
発
行

　
・
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成

　
・
中
高
生
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
活
動
の
支
援

　
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催

　
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
交
流
と
活
動
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

　
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
の
開
催

　
・
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
（
新
規
）

　
○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
加
入
促
進
事
業

　
○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
機
材
の
貸
出
事
業

　
○
福
祉
活
動
応
援
助
成
事
業

●
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
と

　各
種
資
金
貸
付
事
業
を
推
進
し
ま
す

　
○
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

　
○
た
す
け
あ
い
資
金
貸
付
事
業

　
○
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

　
○
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
事
業

●
赤
い
羽
根
共
同
募
金
・

　歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
を
推
進
し
ま
す

　
○
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動

　
○
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
募
金
と
配
分

●
住
み
慣
れ
た
地
域
と
在
宅
で
の
生
活
を

　支
援
す
る
た
め
、
訪
問
介
護
、

　訪
問
入
浴
、
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、

　ふ
れ
あ
い
給
食
な
ど
の
事
業
を
推
進
し
ま
す

　
○
指
定
介
護
事
業
所
の
運
営

　
・
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

　
・
指
定
訪
問
介
護
事
業
所

　
・
指
定
訪
問
入
浴
介
護
事
業
所

　
○
障
が
い
者
総
合
支
援
指
定
居
宅
介
護
事
業
所
の
運
営

　
○
ほ
の
ぼ
の
支
援
事
業

　
○
生
活
支
援
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業

　
○
介
護
予
防
生
き
が
い
活
動
事
業（
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

　
○
食
の
自
立
支
援（
ふ
れ
あ
い
給
食
）事
業

　
○
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
等
運
行
管
理
業
務
事
業

●
指
定
管
理
者
制
度
に
基
づ
く

　施
設
の
運
営
管
理
を
行
い
ま
す

　
○
総
合
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営

　
○
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
及
び
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

　
　
管
理
運
営

●
法
人
の
適
切
な
運
営
管
理
を
期
す
る
た
め

　諸
会
議
を
開
催
す
る
と
と
も
に
安
定
的
な

　法
人
運
営
の
基
盤
づ
く
り
に
努
め
ま
す

　
○
法
人
の
管
理
運
営

　
○
財
務
、
人
事
管
理

　
○
社
会
福
祉
情
報
、
広
報
活
動
の
推
進

　
・「
福
祉
だ
よ
り
」
の
発
行（
年
３
回
）

　
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
広
報

　
○
表
彰
及
び
感
謝
状
の
贈
呈

　
・
市
民
福
祉
の
ま
ち
大
会
の
開
催

介 護 保 険 事 業
102,959千円

資 金 貸 付 事 業
1,005千円

指 定 管 理 者 事 業
36,052千円

社会福祉事業振興基金
積立金　　7,010千円
合  計　147,026千円

法人運営事業
26,139

法人運営事業
26,139

市受託事業
15,798
市受託事業
15,798

共同募金
配分金事業
7,229

共同募金
配分金事業
7,229

県社協受託事業  8,138県社協受託事業  8,138

地域福祉事業
6,661

地域福祉事業
6,661受託金収入

22,845
受託金収入
22,845

共同募金配分金収入
7,229

共同募金配分金収入
7,229

会費収入
13,540
会費収入
13,540

市受託金収入
13,189

市受託金収入
13,189

会計単位間繰入金収入
                           9,900
会計単位間繰入金収入
                           9,900

利用料収入 4,400利用料収入 4,400

事業収入・雑収入 851事業収入・雑収入 851

経常経費補助金収入 5,200経常経費補助金収入 5,200

県社協
受託金収入
9,656

県社協
受託金収入
9,656

　みんなで見守り支え合いを進める「地域福祉推進員制度」が３年目となります。
　市内の全町会201町会の中、180町会に245名の福祉推進員さんが選任され、設置率が89.6％
となっています。ひとり暮らし高齢者や高齢者夫婦世帯など何らか支援が必要な方が、住み慣
れた地域で安心して暮らせるように支え合い活動に取り組んでいただいております。

・食の自立支援事業
・ボランティアセンター運営事業
・マイクロバス等運行管理事業

・生活福祉資金貸付事業
・日常生活自立支援事業
・避難者生活相談支援事業

・運営費補助金 5,100
・ボランティア活動保険事業補助金 100

・介護保険事業会計より 2,950
・社会福祉事業振興基金会計より 6,950

〈重点事業〉
1. 地域福祉推進員の活動の支援
2 . 地域見守りネットワークの推進
3 . 地区社協活動の活性化

4 . 地域福祉活動の担い手の育成と、ボランティア活動の支援
5 . 小中高校における地域連携による福祉教育の支援
6 . 介護保険サービスを中心とした在宅福祉サービスの充実

福祉推進員の皆さんよろしくお願いします福祉推進員の皆さんよろしくお願いします

平成25年度 地域福祉推進員名（245名） 平成25年6月末現在
町会名 推 進 員 名
洲　崎 大　沼　勝　見
洲　崎 橋　本　　　進
洲　崎 兼　子　裕　之
洲　崎 梅　津　敏　弘

六供町１ 山　田　春　夫
六供町２ 鈴　木　　　要
緑町１ 白　田　昇　吉
緑町２ 荻　野　光　彦
緑町３ 片　桐　昭　一
緑町４ 中　西　　　稔
仲　田 木　村　豊　次
仲　田 木　村　二　男

西寒河江 佐　藤　克　彦
４ 後　藤　善　幸
５ 阿　部　幸　彦
６ 中　川　朝　明
８ 安孫子　　　仁

上　町 縄　野　　　浩
八幡町 日下部　忠　志
山　岸 安孫子　泰　雄
丑町１ 山　本　信　孝
丑町２ 佐　藤　　　稔
横　町 川　野　博　資
新町１ 三　瓶　勝　男
新町１ 館　野　房　男
新　町 渡　辺　兵一郎
２０ 山　田　政　幸
２１ 牧　野　　　淳

西の町 尾　形　良　道
駅前１ 大　沼　一　夫

２５の甲 加　藤　和　子
幸　町 三　瓶　正　博

十日市場 荒　木　藤　子
２７ 石　川　　　猛

南　町 國　井　　　寧
丸　内 大　沼　輝　夫
矢の目 阿　部　孝　一
３４ 遠　藤　善　弘

七日町 荒　木　宗三郎
東内楯 亀　山　長太郎
新　宿 三　瓶　政　俊
桜小路 大　沼　好　子

越井坂１ 松　永　　　淳
越井坂２ 渡　部　　　清
東新山 大　沼　良　雄
東新山 伊　藤　雅　敬

越井坂３ 志　田　健　治
越井坂３ 浦　山　　　隆
越井坂３ 阿　部　　　栄
新　山 京　谷　　　弘

高田団地 佐　藤　千鶴子
高田団地 奥　山　美保子
末広町１ 海　野　　　裕
末広町２ 岡　崎　清　雄
栄町１ 菅　井　　　勉
栄町１ 前　田　和　雄
栄町１ 若　松　正　俊
栄町２ 猪　倉　眞知子
栄町２ 新　保　明　美
栄町２ 國　井　晴　彦
みずき 井　上　陽　二

日の出町 布　施　崇　一

町会名 推 進 員 名
日の出町 阿　部　　　博
中央４ 三　瓶　良　吉
中央５ 安孫子　　　肇

陵南町１ 佐　藤　　　哲
陵南町２ 武　田　栄　一
陵南町３ 長　岡　征　弘
舟橋２ 片　桐　満喜男
舟橋東 武　田　雄　吉
舟橋西 大　場　直　藏
舟橋西 今　野　教　子
舟橋西 荒　木　一　江
舟橋中 佐　藤　清　己
舟橋南 加　藤　正　吉
舟橋南 小　関　利　昭
元町１ 佐　藤　文　一
元町２ 羽　柴　國　雄
元町３ 安孫子　秋一郎
元町４ 石  山 　 　修
元町５ 大　沼　吉　徳
元町６ 高  橋  文  雄
元町７ 坂　野　修　悦
元町８ 井上　規矩五郎
元町９ 小  関  嗣  雄

元町１０ 力  石  光  雄
美原町１ 渡　邉　文　昭
美原町１ 秋　場　　　元
美原町１ 安孫子　勝　太
美原町２ 渡　邊　　　貢
美原町２ 菅　　　清　明
若葉町１ 大　泉　豊　吉
若葉町１ 誉　田　ト　シ
若葉町２ 高　橋　　　亘
若葉町２ 伊　藤　　　誠
若葉町３ 佐　竹　　　衛
本楯１ 安孫子　泰　弘
本楯２ 冨　樫　　　茂
本楯３ 齋　藤　　　敏
本楯４ 安孫子　美　範

高田新町 鈴　木　洋　造
高田新町 後　藤　啓　治
高屋１ 槙　　　忠　夫
高屋１ 武　田　耕　作
高屋１ 今　井　忠　吉

高屋２- １ 安孫子　　　修
高屋２- ２ 大　泉　静　夫
高屋３ 武　田　清　治
高屋３ 辻　　　洋　一
高屋４ 武　田　五　介
西浦１ 遠　藤　啓　二
西浦１ 菊　地　正　七
島　１ 沖　津　一　博
島　２ 佐　藤　　　毅
泉　町 井　上　正　博
南新町 井　上　若　子
島　５ 佐　藤　敏　美
曙　町 鈴　木　荘　介
寿　町 庄　司　　　勇
皿沼１ 須　藤　恵　市
皿沼２ 黒　田　日出夫
皿沼３ 大　江　宣　明
東　町 軽　部　正　俊
東　町 萩　原　良　悦

町会名 推 進 員 名
君田町 会　田　照　夫
住吉町 仁　藤　喜　博

十二小路 軽　部　利　章
仲 児　玉　憲　司
北 渡　辺　勇　一

石　川 佐　藤　　　茂
石　川 田　中　まさえ

下河原上 森　岡　廣　治
下河原下 芳　賀　房　雄
宝　西 国　井　政　美
宝　東 鈴　木　正　見
高　貝 佐　藤　眞　悦
城之内 芳　賀　吾　朗
高　田 高　橋　康　成
馬　寄 久保田　則　之
田　中 鈴　木　　　孝

ひがし団地 鈴　木　範　貴
柴橋１ 武　田　義　一
柴橋１ 鈴　木　賢　也
柴橋２ 安　食　孫四郎
柴橋２ 石　山　邦　一
柴橋３ 渋　谷　政　雄
柴橋３ 渡　辺　敬　一
柴橋４ 渡　邊　友　一
柴橋４ 結　城　智　広
柴橋５ 奥　山　光　夫
柴橋５ 仁　藤　恒　悦
落衣１ 佐　藤　陽　子

落衣南町 板　坂　豊　治
落衣南町 犬　飼　智　子
内の袋 鈴　木　重　夫
松川東 犬  飼  　　学
松川西 村  山  和  夫
金谷１ 柏  倉  茂  夫
金谷２ 若  木  伸  一
金谷３ 瀧  川  正  男
金谷４ 柏 倉 善 信
金谷５ 水  多  一  雄
中郷１ 布　施　勝　彦
中郷２ 佐　藤　文　明
中郷３ 後　藤　孝　助
中郷４ 後　藤　幹　雄
中郷５ 今　野　　　勉
中郷６ 安孫子　　　宏
中郷７ 澤　田　　　宏
中郷８ 村　山　文太郎 
平塩１ 蓮　沼　邦　悦
平塩２ 鈴　木　宏　明
平塩３ 鈴　木　嘉　明
平塩４ 今　野　才一郎
平塩５ 内　藤　　　明
平塩６ 鈴　木　俊一郎
平塩７ 設　楽　和　由
平塩８ 奥  山 　　 啓
米　沢 加  藤  光  子
米　沢 渡　邉　フサ子
高　松 高　橋　正　男
高　松 鈴 木 利 和
鹿　島 菊　池　　　進
鹿　島 大　沼　長　吉
下八鍬 國　井　省之助
下八鍬 大　沼　美恵子

町会名 推 進 員 名
上八鍬 木  村  　　喬
上八鍬 大　沼　さとみ
臥竜橋 船　田　　　隆
谷　沢 加　藤　源　一
谷　沢 秋　場　照　代
谷　沢 長　坂　　　哲

清助新田 鈴　木　政　則
清助新田 相　原　義　益
清助新田 篠  田  利  廣
鬼　越 鬼　海　　　廣
南　坂 大　沼　堅　司
桜　橋 増　藤　憲　一
田　沢 富　沢　　　昇
橋　本 奥　山　芳　雄
下　道 茂　木　　　啓
新御堂 阿　部　春　芳
上　宿 菊　地　政　俊
東上宿 高　橋　敏　行
中　宿 大　泉　富　博
下　宿 菊　地　武　敏
箕　輪 三　瓶　義　雄
陣ヶ峯 悪　七　賢　一
新　町 鈴　木　信　也
新　町 鈴　木　捷　藏
新　町 土　田　邦　彦
新　町 大　泉　正　實
新　町 工　藤　善　彦
新　町 高　橋　三　庸
新　町 鈴　木　誠一郎
新　町 安孫子　茂　男
中　町 木　村　正　之
中　町 尾　形　清　一
上　町 安孫子　正　勝

麓 那　須　重　男
麓 鹿　間　　　豊
麓 菅　井　英　一
麓 軽　部　正　彦
楯 松　田　英　逸

留　場 大　沼　久　喜
上　野 眞  木  英  雄
上　野 眞  木  タケ子
上　野 眞  木  みな子
宮　内 水　谷　　　悟
幸　生 山　田　義　紀
幸　生 菊　地　拓　雄
幸　生 大　沼　五　郎
幸　生 菊　池　栄　男
幸　生 二　関　幸　也
田　代 佐藤　昭右衛門
田　代 宮　林　達　雄
下河原 草　苅　政　春
下河原 大　沼　孝一郎
中河原 安　達　義　美
中河原 渡　邉　　　豊
中河原 安　達　正　博
上河原 土　田　隆　志
道　生 土　田　喜美男
雲河原 秋　場　美　通
入　倉 中  村  一  雄

（敬称略）
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事業計画と予算事業計画と予算平成25年度平成25年度

一　般　会　計　予　算
単位：千円

〈収入〉
63,965

〈支出〉
63,965

事　　業　　計　　画

特別会計予算

●
地
域
福
祉
事
業
の
推
進
と
福
祉
社
会
の

　構
築
を
め
ざ
し
た
事
業
を
展
開
し
ま
す

　
○
地
区
社
協
活
動
の
活
性
化
事
業

　
○
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業

　
○
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
集
い
事
業（
春
・
秋
）

　
○
ふ
れ
あ
い
相
談
所
の
設
置
事
業

　
○
児
童
遊
園
整
備
補
助
金
交
付
事
業

　
○
福
祉
教
育
推
進
事
業

　
○
地
域
福
祉
推
進
員
設
置
事
業

　
○
地
域
福
祉
推
進
会
議
の
開
催

　
○
避
難
者
生
活
相
談
支
援
事
業

　
○
善
意
銀
行
事
業

　
○
ワ
ナ
ゲ
大
会
開
催
事
業
（
新
規
）

　
○
視
覚
障
が
い
者
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
開
催
事
業
（
新
規
）

　
○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
管
理
事
業

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
普
及
を
図
り

　共
に
支
え
あ
う
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す

　
○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

　
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
情
報
収
集
と
情
報
誌
の
発
行

　
・
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成

　
・
中
高
生
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
活
動
の
支
援

　
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催

　
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
交
流
と
活
動
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

　
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
の
開
催

　
・
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
（
新
規
）

　
○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
加
入
促
進
事
業

　
○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
機
材
の
貸
出
事
業

　
○
福
祉
活
動
応
援
助
成
事
業

●
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
と

　各
種
資
金
貸
付
事
業
を
推
進
し
ま
す

　
○
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

　
○
た
す
け
あ
い
資
金
貸
付
事
業

　
○
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

　
○
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
事
業

●
赤
い
羽
根
共
同
募
金
・

　歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
を
推
進
し
ま
す

　
○
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動

　
○
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
募
金
と
配
分

●
住
み
慣
れ
た
地
域
と
在
宅
で
の
生
活
を

　支
援
す
る
た
め
、
訪
問
介
護
、

　訪
問
入
浴
、
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、

　ふ
れ
あ
い
給
食
な
ど
の
事
業
を
推
進
し
ま
す

　
○
指
定
介
護
事
業
所
の
運
営

　
・
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

　
・
指
定
訪
問
介
護
事
業
所

　
・
指
定
訪
問
入
浴
介
護
事
業
所

　
○
障
が
い
者
総
合
支
援
指
定
居
宅
介
護
事
業
所
の
運
営

　
○
ほ
の
ぼ
の
支
援
事
業

　
○
生
活
支
援
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業

　
○
介
護
予
防
生
き
が
い
活
動
事
業（
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

　
○
食
の
自
立
支
援（
ふ
れ
あ
い
給
食
）事
業

　
○
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
等
運
行
管
理
業
務
事
業

●
指
定
管
理
者
制
度
に
基
づ
く

　施
設
の
運
営
管
理
を
行
い
ま
す

　
○
総
合
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営

　
○
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
及
び
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

　
　
管
理
運
営

●
法
人
の
適
切
な
運
営
管
理
を
期
す
る
た
め

　諸
会
議
を
開
催
す
る
と
と
も
に
安
定
的
な

　法
人
運
営
の
基
盤
づ
く
り
に
努
め
ま
す

　
○
法
人
の
管
理
運
営

　
○
財
務
、
人
事
管
理

　
○
社
会
福
祉
情
報
、
広
報
活
動
の
推
進

　
・「
福
祉
だ
よ
り
」
の
発
行（
年
３
回
）

　
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
広
報

　
○
表
彰
及
び
感
謝
状
の
贈
呈

　
・
市
民
福
祉
の
ま
ち
大
会
の
開
催

介 護 保 険 事 業
102,959千円

資 金 貸 付 事 業
1,005千円

指 定 管 理 者 事 業
36,052千円

社会福祉事業振興基金
積立金　　7,010千円
合  計　147,026千円

法人運営事業
26,139

法人運営事業
26,139

市受託事業
15,798
市受託事業
15,798

共同募金
配分金事業
7,229

共同募金
配分金事業
7,229

県社協受託事業  8,138県社協受託事業  8,138

地域福祉事業
6,661

地域福祉事業
6,661受託金収入

22,845
受託金収入
22,845

共同募金配分金収入
7,229

共同募金配分金収入
7,229

会費収入
13,540
会費収入
13,540

市受託金収入
13,189

市受託金収入
13,189

会計単位間繰入金収入
                           9,900
会計単位間繰入金収入
                           9,900

利用料収入 4,400利用料収入 4,400

事業収入・雑収入 851事業収入・雑収入 851

経常経費補助金収入 5,200経常経費補助金収入 5,200

県社協
受託金収入
9,656

県社協
受託金収入
9,656

　みんなで見守り支え合いを進める「地域福祉推進員制度」が３年目となります。
　市内の全町会201町会の中、180町会に245名の福祉推進員さんが選任され、設置率が89.6％
となっています。ひとり暮らし高齢者や高齢者夫婦世帯など何らか支援が必要な方が、住み慣
れた地域で安心して暮らせるように支え合い活動に取り組んでいただいております。

・食の自立支援事業
・ボランティアセンター運営事業
・マイクロバス等運行管理事業

・生活福祉資金貸付事業
・日常生活自立支援事業
・避難者生活相談支援事業

・運営費補助金 5,100
・ボランティア活動保険事業補助金 100

・介護保険事業会計より 2,950
・社会福祉事業振興基金会計より 6,950

〈重点事業〉
1. 地域福祉推進員の活動の支援
2 . 地域見守りネットワークの推進
3 . 地区社協活動の活性化

4 . 地域福祉活動の担い手の育成と、ボランティア活動の支援
5 . 小中高校における地域連携による福祉教育の支援
6 . 介護保険サービスを中心とした在宅福祉サービスの充実

福祉推進員の皆さんよろしくお願いします福祉推進員の皆さんよろしくお願いします

平成25年度 地域福祉推進員名（245名） 平成25年6月末現在
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法人運営事業費　25,286,527円法人運営事業費　25,286,527円

食の自立支援事業費　8,556,249円

共同募金配分金事業費　6,958,376円

避難者生活相談支援事業費　3,777,000円

マイクロバス等運行管理事業費　6,303,250円

事業収入 外　888,710円

地域福祉事業費　6,296,157円

日常生活自立支援事業費　3,293,386円

生活福祉資金貸付事業費　263,336円収　入
60,893,701円

支　出
60,893,701円

平成21年度 一般会計決算報告平成24年度 一般会計決算報告平成24年度 一般会計決算報告

市受託金収入　　　13,343,000円
県社協受託金収入　　8,725,200円

介護保険事業会計より　2,500,000円
社会福祉事業振興基金会計より　2,432,563円

ボランティアセンター運営事業費　159,420円

会費収入　13,592,200円会費収入　13,592,200円

受託金収入　22,068,200円受託金収入　22,068,200円

共同募金配分金収入　6,958,376円共同募金配分金収入　6,958,376円

利用料収入　4,440,400円利用料収入　4,440,400円

補助金収入　5,188,480円補助金収入　5,188,480円

前年度繰越金　2,824,772円前年度繰越金　2,824,772円

会計単位間繰入金収入　　4,932,563円会計単位間繰入金収入　　4,932,563円

・設置町会　170町会　・推進員数　236名
・研修会（5/17、11/24、11/29）

ひとり暮らし老人等へボランティアによる
手づくり給食を週３回提供
・宅配回数　141回
・宅配食数　11,316食

・中高生徒福祉ボランティア体験
　（7/21～8/19　延べ120名）
・ボランティアフェスティバル
　（11/11　500名）
・災害ボランティア養成講座
　（7/1　22名）
・市民ボランティア教室（折紙）
　（毎月第２月曜日　延べ123名）
・ボランティア交流会
　（3/2　40名）
・ふれあいトーク事業 
　（2/5）

・中高生徒福祉ボランティア体験
　（7/21～8/19　延べ120名）
・ボランティアフェスティバル
　（11/11　500名）
・災害ボランティア養成講座
　（7/1　22名）
・市民ボランティア教室（折紙）
　（毎月第２月曜日　延べ123名）
・ボランティア交流会
　（3/2　40名）
・ふれあいトーク事業 
　（2/5）（5/15、2/1） 市内11ヶ所の児童遊園で整備を実施。

その工事費に対して補助金を交付

募金総額　5,030,830円

８地区社協の事業実施を支援

市民の悩みごとの相談窓口
として常設　（相談件数62件）
・相談員研修会（2/27）

利用者20名に対して延べ292件支援（金銭管理）

24年度貸付件数
・教育支援費　6件
・就学支度費　10件

・緊急小口資金　４件
・福祉費　４件
・総合支援資金　３件

平成24年度事業報告平成24年度事業報告 マークの事業は一部共同募金の配分
を受けて事業を実施しています。地区社協活動の活性化事業地区社協活動の活性化事業

ふれあいいきいきサロン事業ふれあいいきいきサロン事業

ふれあい相談所運営事業ふれあい相談所運営事業
地域の見守り、声かけ・支え合い等に取り
組んでいただく推進員を設置し、研修会を開催

地域福祉推進員設置事業地域福祉推進員設置事業

児童遊園整備事業児童遊園整備事業

市内小・中・高校と地域との協働による
福祉教育を推進（13校実施）

福祉教育推進事業福祉教育推進事業

ホームページ管理事業ホームページ管理事業
生活支援相談員２名を配置し、東
日本大震災による避難者を支援

避難者生活相談支援事業避難者生活相談支援事業

ひとり暮らし老人の集い事業ひとり暮らし老人の集い事業

共同募金運動（10月～11月）共同募金運動（10月～11月）

○介護事業所の運営
　・訪問介護事業所（利用者　延べ961名）
　・訪問入浴介護事業所（利用者　延べ280名）
　・居宅介護支援事業所（利用者1,678名）
○ほのぼの支援事業（利用者　延べ48名）
○生活支援ホームヘルパー派遣事業（利用者　延べ93名）
○障がい者総合支援指定居宅介護事業所の運営（利用者　延べ61名）
○介護予防生きがい活動事業（利用者　延べ3,216名）
　〈ミニデイサービス事業〉

在宅福祉サービス事業在宅福祉サービス事業

募金総額　2,774.885円

歳末たすけあい運動（12月）歳末たすけあい運動（12月）

ボランティアセンターの運営事業ボランティアセンターの運営事業

・老人福祉センター及び屋内ゲートボール場の受託
・総合子どもセンターの受託
　（24年度利用者数　老人福祉センター　　8,469名
　　　　　　　　　　屋内ゲートボール場　3,899名
　　　　　　　　　　総合子どもセンター　47,259名）

・老人福祉センター及び屋内ゲートボール場の受託
・総合子どもセンターの受託
　（24年度利用者数　老人福祉センター　　8,469名
　　　　　　　　　　屋内ゲートボール場　3,899名
　　　　　　　　　　総合子どもセンター　47,259名）

指定管理者制度に基づく施設の管理運営事業指定管理者制度に基づく施設の管理運営事業

食の自立支援事業（ふれあい給食）食の自立支援事業（ふれあい給食）

・福祉バス運行　179件
・リフトバス運行　193件
・リフトワゴン車運行　50件

マイクロバス等管理運行業務事業マイクロバス等管理運行業務事業

日常生活自立支援事業日常生活自立支援事業

たすけあい資金貸付事業たすけあい資金貸付事業

生活福祉資金貸付事業生活福祉資金貸付事業

・理事会の開催　３回
・評議員会の開催　３回
・企画総務委員会の開催　１回
・福祉だよりの発行　３回

法人運営事業法人運営事業

地域福祉推進会議の開催地域福祉推進会議の開催

ひとり暮らし老人等へ緊急時の
通報装置を設置（149件）

緊急通報装置維持管理事業緊急通報装置維持管理事業

お年寄りの憩いの場『ふれあいサロン』を
市内13ヶ所で開設

24年度貸付件数　5件

ボランティア活動普及事業ボランティア活動普及事業

地域福祉事業地域福祉事業

在宅福祉サービス事業在宅福祉サービス事業

指定管理者の受託事業指定管理者の受託事業

共同募金運動事業共同募金運動事業

法人運営事業法人運営事業

・春は小旅行、秋はいも煮会を開催（7/14　142名、10/13　158名）

・市内福祉団体が行う事業や活動機器整備に助成金を交付
　（6団体）

福祉活動応援助成事業福祉活動応援助成事業

市民ボランティア教室（折紙）市民ボランティア教室（折紙）ボランティアフェスティバルボランティアフェスティバル

春の小旅行春の小旅行

舟橋1・1会
高校生ボランティアによるお茶会

舟橋1・1会
高校生ボランティアによるお茶会

秋のいも煮会秋のいも煮会

福祉のまち大会開催事業福祉のまち大会開催事業
・式典及び各種催し物コーナーを開設
・町会長４名、地域福祉２名、
　歳末たすけあい運動寄付者２名
　ボランティア２名・２団体を表彰
　（8/26　500名）

・式典及び各種催し物コーナーを開設
・町会長４名、地域福祉２名、
　歳末たすけあい運動寄付者２名
　ボランティア２名・２団体を表彰
　（8/26　500名）

・中央地区ふれあいサロン
・若葉町さくらサロン
・西根みのりサロン
・舟橋１・１会
・寿町悠々サロンクラブ
・元町ふれあいサロン
・日の出町サロン「みちくさ会」
・はつらつ本楯サロン
・南部コスモス会
・上野ふれあいサロン
・南新町二十歳会
・東新山町ふれあいサロン
・島ふれあいサロン
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法人運営事業費　25,286,527円法人運営事業費　25,286,527円

食の自立支援事業費　8,556,249円

共同募金配分金事業費　6,958,376円

避難者生活相談支援事業費　3,777,000円

マイクロバス等運行管理事業費　6,303,250円

事業収入 外　888,710円

地域福祉事業費　6,296,157円

日常生活自立支援事業費　3,293,386円

生活福祉資金貸付事業費　263,336円収　入
60,893,701円

支　出
60,893,701円

平成21年度 一般会計決算報告平成24年度 一般会計決算報告平成24年度 一般会計決算報告

市受託金収入　　　13,343,000円
県社協受託金収入　　8,725,200円

介護保険事業会計より　2,500,000円
社会福祉事業振興基金会計より　2,432,563円

ボランティアセンター運営事業費　159,420円

会費収入　13,592,200円会費収入　13,592,200円

受託金収入　22,068,200円受託金収入　22,068,200円

共同募金配分金収入　6,958,376円共同募金配分金収入　6,958,376円

利用料収入　4,440,400円利用料収入　4,440,400円

補助金収入　5,188,480円補助金収入　5,188,480円

前年度繰越金　2,824,772円前年度繰越金　2,824,772円

会計単位間繰入金収入　　4,932,563円会計単位間繰入金収入　　4,932,563円

・設置町会　170町会　・推進員数　236名
・研修会（5/17、11/24、11/29）

ひとり暮らし老人等へボランティアによる
手づくり給食を週３回提供
・宅配回数　141回
・宅配食数　11,316食

・中高生徒福祉ボランティア体験
　（7/21～8/19　延べ120名）
・ボランティアフェスティバル
　（11/11　500名）
・災害ボランティア養成講座
　（7/1　22名）
・市民ボランティア教室（折紙）
　（毎月第２月曜日　延べ123名）
・ボランティア交流会
　（3/2　40名）
・ふれあいトーク事業 
　（2/5）

・中高生徒福祉ボランティア体験
　（7/21～8/19　延べ120名）
・ボランティアフェスティバル
　（11/11　500名）
・災害ボランティア養成講座
　（7/1　22名）
・市民ボランティア教室（折紙）
　（毎月第２月曜日　延べ123名）
・ボランティア交流会
　（3/2　40名）
・ふれあいトーク事業 
　（2/5）（5/15、2/1） 市内11ヶ所の児童遊園で整備を実施。

その工事費に対して補助金を交付

募金総額　5,030,830円

８地区社協の事業実施を支援

市民の悩みごとの相談窓口
として常設　（相談件数62件）
・相談員研修会（2/27）

利用者20名に対して延べ292件支援（金銭管理）

24年度貸付件数
・教育支援費　6件
・就学支度費　10件

・緊急小口資金　４件
・福祉費　４件
・総合支援資金　３件

平成24年度事業報告平成24年度事業報告 マークの事業は一部共同募金の配分
を受けて事業を実施しています。地区社協活動の活性化事業地区社協活動の活性化事業

ふれあいいきいきサロン事業ふれあいいきいきサロン事業

ふれあい相談所運営事業ふれあい相談所運営事業
地域の見守り、声かけ・支え合い等に取り
組んでいただく推進員を設置し、研修会を開催

地域福祉推進員設置事業地域福祉推進員設置事業

児童遊園整備事業児童遊園整備事業

市内小・中・高校と地域との協働による
福祉教育を推進（13校実施）

福祉教育推進事業福祉教育推進事業

ホームページ管理事業ホームページ管理事業
生活支援相談員２名を配置し、東
日本大震災による避難者を支援

避難者生活相談支援事業避難者生活相談支援事業

ひとり暮らし老人の集い事業ひとり暮らし老人の集い事業

共同募金運動（10月～11月）共同募金運動（10月～11月）

○介護事業所の運営
　・訪問介護事業所（利用者　延べ961名）
　・訪問入浴介護事業所（利用者　延べ280名）
　・居宅介護支援事業所（利用者1,678名）
○ほのぼの支援事業（利用者　延べ48名）
○生活支援ホームヘルパー派遣事業（利用者　延べ93名）
○障がい者総合支援指定居宅介護事業所の運営（利用者　延べ61名）
○介護予防生きがい活動事業（利用者　延べ3,216名）
　〈ミニデイサービス事業〉

在宅福祉サービス事業在宅福祉サービス事業

募金総額　2,774.885円

歳末たすけあい運動（12月）歳末たすけあい運動（12月）

ボランティアセンターの運営事業ボランティアセンターの運営事業

・老人福祉センター及び屋内ゲートボール場の受託
・総合子どもセンターの受託
　（24年度利用者数　老人福祉センター　　8,469名
　　　　　　　　　　屋内ゲートボール場　3,899名
　　　　　　　　　　総合子どもセンター　47,259名）

・老人福祉センター及び屋内ゲートボール場の受託
・総合子どもセンターの受託
　（24年度利用者数　老人福祉センター　　8,469名
　　　　　　　　　　屋内ゲートボール場　3,899名
　　　　　　　　　　総合子どもセンター　47,259名）

指定管理者制度に基づく施設の管理運営事業指定管理者制度に基づく施設の管理運営事業

食の自立支援事業（ふれあい給食）食の自立支援事業（ふれあい給食）

・福祉バス運行　179件
・リフトバス運行　193件
・リフトワゴン車運行　50件

マイクロバス等管理運行業務事業マイクロバス等管理運行業務事業

日常生活自立支援事業日常生活自立支援事業

たすけあい資金貸付事業たすけあい資金貸付事業

生活福祉資金貸付事業生活福祉資金貸付事業

・理事会の開催　３回
・評議員会の開催　３回
・企画総務委員会の開催　１回
・福祉だよりの発行　３回

法人運営事業法人運営事業

地域福祉推進会議の開催地域福祉推進会議の開催

ひとり暮らし老人等へ緊急時の
通報装置を設置（149件）

緊急通報装置維持管理事業緊急通報装置維持管理事業

お年寄りの憩いの場『ふれあいサロン』を
市内13ヶ所で開設

24年度貸付件数　5件

ボランティア活動普及事業ボランティア活動普及事業

地域福祉事業地域福祉事業

在宅福祉サービス事業在宅福祉サービス事業

指定管理者の受託事業指定管理者の受託事業

共同募金運動事業共同募金運動事業

法人運営事業法人運営事業

・春は小旅行、秋はいも煮会を開催（7/14　142名、10/13　158名）

・市内福祉団体が行う事業や活動機器整備に助成金を交付
　（6団体）

福祉活動応援助成事業福祉活動応援助成事業

市民ボランティア教室（折紙）市民ボランティア教室（折紙）ボランティアフェスティバルボランティアフェスティバル

春の小旅行春の小旅行

舟橋1・1会
高校生ボランティアによるお茶会

舟橋1・1会
高校生ボランティアによるお茶会

秋のいも煮会秋のいも煮会

福祉のまち大会開催事業福祉のまち大会開催事業
・式典及び各種催し物コーナーを開設
・町会長４名、地域福祉２名、
　歳末たすけあい運動寄付者２名
　ボランティア２名・２団体を表彰
　（8/26　500名）

・式典及び各種催し物コーナーを開設
・町会長４名、地域福祉２名、
　歳末たすけあい運動寄付者２名
　ボランティア２名・２団体を表彰
　（8/26　500名）

・中央地区ふれあいサロン
・若葉町さくらサロン
・西根みのりサロン
・舟橋１・１会
・寿町悠々サロンクラブ
・元町ふれあいサロン
・日の出町サロン「みちくさ会」
・はつらつ本楯サロン
・南部コスモス会
・上野ふれあいサロン
・南新町二十歳会
・東新山町ふれあいサロン
・島ふれあいサロン
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南新町二十歳会南新町二十歳会

ほっとたいむほっとたいむ
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　平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
は
、

東
北
地
方
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
大
震
災
以
降

も
、
全
国
各
地
で
水
害
等
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
て
お
り
、
今

後
、
寒
河
江
市
で
発
生
す
る
か
も
知
れ
な
い
大
規
模
な
災
害
に
対

し
、
こ
の
た
び
の
震
災
の
経
験
を
活
か
し
た
備
え
を
行
う
こ
と
が

大
切
で
す
。

　こ
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、
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動
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」
を
踏
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・
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と
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ま
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で
、
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Ｏ
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、
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Ｐ
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、
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連
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市
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市
社
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の
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者
が
集
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回
目
の
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催
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ま
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。

　今
回
は
、
デ
ィ
ー
・
コ
レ
ク

テ
ィ
ブ
代
表
、
千
川
原
公
彦
氏
の

「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
」
の
講
話
の
後
、
策
定

の
趣
旨
、
現
在
の
課
題
、
今
後
の

進
め
方
等
が
話
し
合
わ
れ
ま
し

た
。　今

後
、
年
数
回
会
合
を
持
ち
、

本
年
度
内
に
策
定
の
予
定
で
す
。

　ふれあい・いきいきサロンは、地域の方々が気軽に自然な交流ができる場所として、高齢者の閉じ
こもり予防等を目的に全国で展開されています。
　本会でも平成10年よりサロン活動の構築に取り組みました。現在、市内13ヶ所で、民生委員さんや
町会の役員の方々が担い手となり、地域の高齢者が、定期的に近くの公民館などに集まり楽しく交流
しています。
　集い、話し、笑い、同じ時間を過ごすことで、寝たきりや認知症の予防はもちろん、仲間づくりや
生きがいづくり、そして、地域づくりにつながります。
　あなたの地域でもサロン活動を始めてみませんか？
　サロン活動の立ち上げ、交付金の交付、企画など、運営全般について本会が支援いたします。
　サロン活動を始めたい方、興味のある方はお気軽にご相談ください。

～安心してくらせるまちづくりのために～～安心してくらせるまちづくりのために～

 福祉サービス利用援助事業
～金銭管理のお手伝いをします～

　高齢者や知的障がい、精神障がいのある方などで、
お金の管理や引き出しができないなど日常生活に不
安のある方を支援します。
内　容：日常的な金銭の出し入れや公共料金などの 
　　　　支払、また通帳・印鑑などの預かり。
利用料：１回1,500円
 生活福祉資金貸付事業

～一時的に生活支援をします～
　経済的自立と生活の安定のため、社協が窓口にな
り下記の資金の貸付を行っています。
対　象：低所得世帯・障がい者世帯・高齢者世帯
種　類：総合支援資金、福祉資金、緊急小口資金、
　　　　教育支援資金等があります。
※お住まいの地域の民生委員さんの相談・支援が前
　提となります。
 ふれあい相談所
　困りごと、悩みごと、心配ごとなどお気軽にご相
談ください。
法律相談　毎月１回（要予約）
　時　間：午後１時30分～４時30分
一般相談　毎週水曜日
行政相談　毎週第２水曜日
登記相談　毎月１回（要予約）
　時　間：午後１時～４時
場　所：ハートフルセンター２階　ふれあい相談室
電　話：８６－７８６７
※相談無料　※電話でも可　※秘密厳守

な　や　む　な

は 　 た 　 ち　かい

地域の居場所づくり～ふれあい・いきいきサロン～

ササ
ロロ
ンン
活活
動動
のの
紹紹
介介

田宮スエ子

　「ほっとたいむ」は東新山二つ目のサロンとして４月に誕生し
た地域の皆さんの憩いの場所です。
　65歳以上の方を対象としたふれあいサロンが軌道に乗る中、
年齢を問わず誰でも自由に、気軽に参加できるお茶のみサロンと
して、世代を越えて楽しんでもらっています。
　「ほっとたいむ」に難しい決まりはありません。お茶を飲んで
帰るもよし、おしゃべりを楽しむもよし、時間内であればいつ来
ていつ帰ってもよいのです。
　このようなサロンができたのも、ボランティアで協力してくれるスタッフと町会の応援のおかげだと心から
感謝しています。
　昔のような「お茶のみ」が気軽にしにくい時代になった今、人との繋がりを求めて居場所づくりはますます
重要になっていくのではないでしょうか。

鶴谷　照美

　私たち南新町二十歳会は、平成11年に念願の公民館落成と同
時に、女性だけの茶飲み会をとの話がでて、参加を呼びかけ20
名で発足した会です。当初、毎月20日に集まっていたのですが、
月に一度だけでなくと盛り上がり、第１、第２、第４月曜と20
日の月４回のサロンとなりました。いつまでも若い気持ちで長く
続くようにと二十歳会と名付け、50歳代から80歳代のメンバー
が朝８時から12時まで、持ち寄りの煮物や漬物等でお茶を飲み
ながら、市民歌の合唱や民謡、詩吟、踊り、しりとりゲームなどで楽しく過ごしています。
　今年、会を発足して15周年を迎えることができました。これも、会員全員の意気込みと、関係機関各位のご
指導ご協力のお陰と感謝しています。
　１月20日に、佐藤洋樹寒河江市長様、大竹正寒河江市福祉協議会会長様をお迎えし、15周年記念式を開催し
ました。会員全員参加し、会食懇談の後、昨年完成した南部地区民の歌「寒南音頭」の踊りを披露しました。
　今後も、20周年を目標に、元気に楽しく、仲良く続けていきたいと思っています。

「苦情相談窓口」のお知らせ「苦情相談窓口」のお知らせ生活相談事業をご利用下さい生活相談事業をご利用下さい
　本会が実施する事業やサービスについて、意
見・要望・不満等の苦情を受付する『苦情相談窓
口』を設置しております。
　下記の窓口にお申し付けください。

１．苦情受付窓口
　①寒河江市社会福祉協議会
　　（福祉部門）TEL83－3220
　　（介護部門）TEL83－3207
　②老人福祉センター　　TEL87－1328
　③総合子どもセンター　TEL83－3225

２．第三者委員
　本会では円滑・円満な解決のため、公正・中立
な立場から斡旋や調整を行う第三者委員を次の３
人の方にお願いしています。直接第三者委員に苦
情を申し立てることもできます。
・折居和夫（折居内科医院　落衣前）TEL86－0330
・池田すみ子（学識経験者　本町）TEL86－1188
・小野クナ子（行政経験者　中央）TEL86－3365

6



南新町二十歳会南新町二十歳会

ほっとたいむほっとたいむ

「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

設
置
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
会
議
」

が
開
催
さ
れ
る

「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

設
置
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
会
議
」

が
開
催
さ
れ
る

　平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
は
、

東
北
地
方
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
大
震
災
以
降

も
、
全
国
各
地
で
水
害
等
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
て
お
り
、
今

後
、
寒
河
江
市
で
発
生
す
る
か
も
知
れ
な
い
大
規
模
な
災
害
に
対

し
、
こ
の
た
び
の
震
災
の
経
験
を
活
か
し
た
備
え
を
行
う
こ
と
が

大
切
で
す
。

　こ
の
た
め
、
市
の
「
寒
河
江
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
指

針
」
を
踏
ま
え
、
関
係
機
関
の
方
々
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
設
置
・
運
営
す
る
手
順
や
方
法
を

具
体
的
に
示
す
「
寒
河
江
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
整
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　こ
の
よ
う
な
趣
旨
で
、
去
る
六
月
十
三
日
、
寒
河
江
市
文
化
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
デ
ィ
ー
・
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
、
寒

河
江
青
年
会
議
所
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ー
ク
寒
河
江
、

ボ
ラ
ア
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
日
曜
奉
仕
団
、
市
自
主
防
災
組
織
連

絡
協
議
会
、
県
村
山
総
合
支
庁
、

県
社
協
、
市
関
係
課
、
市
社
協
の

関
係
者
が
集
ま
り
、
第
一
回
目
の

会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　今
回
は
、
デ
ィ
ー
・
コ
レ
ク

テ
ィ
ブ
代
表
、
千
川
原
公
彦
氏
の

「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
」
の
講
話
の
後
、
策
定

の
趣
旨
、
現
在
の
課
題
、
今
後
の

進
め
方
等
が
話
し
合
わ
れ
ま
し

た
。　今

後
、
年
数
回
会
合
を
持
ち
、

本
年
度
内
に
策
定
の
予
定
で
す
。

　ふれあい・いきいきサロンは、地域の方々が気軽に自然な交流ができる場所として、高齢者の閉じ
こもり予防等を目的に全国で展開されています。
　本会でも平成10年よりサロン活動の構築に取り組みました。現在、市内13ヶ所で、民生委員さんや
町会の役員の方々が担い手となり、地域の高齢者が、定期的に近くの公民館などに集まり楽しく交流
しています。
　集い、話し、笑い、同じ時間を過ごすことで、寝たきりや認知症の予防はもちろん、仲間づくりや
生きがいづくり、そして、地域づくりにつながります。
　あなたの地域でもサロン活動を始めてみませんか？
　サロン活動の立ち上げ、交付金の交付、企画など、運営全般について本会が支援いたします。
　サロン活動を始めたい方、興味のある方はお気軽にご相談ください。

～安心してくらせるまちづくりのために～～安心してくらせるまちづくりのために～

 福祉サービス利用援助事業
～金銭管理のお手伝いをします～

　高齢者や知的障がい、精神障がいのある方などで、
お金の管理や引き出しができないなど日常生活に不
安のある方を支援します。
内　容：日常的な金銭の出し入れや公共料金などの 
　　　　支払、また通帳・印鑑などの預かり。
利用料：１回1,500円
 生活福祉資金貸付事業

～一時的に生活支援をします～
　経済的自立と生活の安定のため、社協が窓口にな
り下記の資金の貸付を行っています。
対　象：低所得世帯・障がい者世帯・高齢者世帯
種　類：総合支援資金、福祉資金、緊急小口資金、
　　　　教育支援資金等があります。
※お住まいの地域の民生委員さんの相談・支援が前
　提となります。
 ふれあい相談所
　困りごと、悩みごと、心配ごとなどお気軽にご相
談ください。
法律相談　毎月１回（要予約）
　時　間：午後１時30分～４時30分
一般相談　毎週水曜日
行政相談　毎週第２水曜日
登記相談　毎月１回（要予約）
　時　間：午後１時～４時
場　所：ハートフルセンター２階　ふれあい相談室
電　話：８６－７８６７
※相談無料　※電話でも可　※秘密厳守

な　や　む　な

は 　 た 　 ち　かい

地域の居場所づくり～ふれあい・いきいきサロン～

ササ
ロロ
ンン
活活
動動
のの
紹紹
介介

田宮スエ子

　「ほっとたいむ」は東新山二つ目のサロンとして４月に誕生し
た地域の皆さんの憩いの場所です。
　65歳以上の方を対象としたふれあいサロンが軌道に乗る中、
年齢を問わず誰でも自由に、気軽に参加できるお茶のみサロンと
して、世代を越えて楽しんでもらっています。
　「ほっとたいむ」に難しい決まりはありません。お茶を飲んで
帰るもよし、おしゃべりを楽しむもよし、時間内であればいつ来
ていつ帰ってもよいのです。
　このようなサロンができたのも、ボランティアで協力してくれるスタッフと町会の応援のおかげだと心から
感謝しています。
　昔のような「お茶のみ」が気軽にしにくい時代になった今、人との繋がりを求めて居場所づくりはますます
重要になっていくのではないでしょうか。

鶴谷　照美

　私たち南新町二十歳会は、平成11年に念願の公民館落成と同
時に、女性だけの茶飲み会をとの話がでて、参加を呼びかけ20
名で発足した会です。当初、毎月20日に集まっていたのですが、
月に一度だけでなくと盛り上がり、第１、第２、第４月曜と20
日の月４回のサロンとなりました。いつまでも若い気持ちで長く
続くようにと二十歳会と名付け、50歳代から80歳代のメンバー
が朝８時から12時まで、持ち寄りの煮物や漬物等でお茶を飲み
ながら、市民歌の合唱や民謡、詩吟、踊り、しりとりゲームなどで楽しく過ごしています。
　今年、会を発足して15周年を迎えることができました。これも、会員全員の意気込みと、関係機関各位のご
指導ご協力のお陰と感謝しています。
　１月20日に、佐藤洋樹寒河江市長様、大竹正寒河江市福祉協議会会長様をお迎えし、15周年記念式を開催し
ました。会員全員参加し、会食懇談の後、昨年完成した南部地区民の歌「寒南音頭」の踊りを披露しました。
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　本
県
男
性
の
平
均
寿
命
の
伸
び
率
が
全
国
一
位
に
な
る
御
時
勢
。

健
康
で
長
生
き
す
る
こ
と
が
ま
す
ま
す
大
切
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
四
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
、
三
回

シ
リ
ー
ズ
で
「
介
護
予
防
教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

 
一
回
目
が
「
介
護
保
険
の
使
い
方
」
二
回
目
が
「
要
介
護
に
な
ら

な
い
丈
夫
な
足
腰
の
作
り
方
」
三
回
目
が
「
認
知
症
予
防
の
方
法
」

で
す
。

 

い
ず
れ
も
、
寒
河
江
市
健
康
福
祉
課
の
社
会
福
祉
士
や
作
業
療
法

士
の
方
に
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

三
回
の
参
加
者
は
の
べ
一
八
八
名
。
皆
さ
ん
の
関
心
の
高
さ
に
驚

か
さ
れ
ま
す
。
正
し
く
理
解
し
て
、
適
切
な
努
力
を
怠
ら
な
い
こ
と

が
大
事
で
す
ね
。

　私
た
ち
は
、
月
に
二
回
発
行
さ
れ
る
「
市

報
さ
が
え
」
を
読
み
、
そ
れ
を
テ
ー
プ
に
録

音
し
、
希
望
す
る
視
覚
障
害
者
の
方
に
、
郵

送
し
て
聞
い
て
い
た
だ
く
と
い
う
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
市
報
の
発
行
日
を
活
動
日
と
決

め
て
い
る
の
で
活
動
し
や
す
い
の
で
す
。

　五
日
号
は
、
全
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室
に

集
ま
り
各
自
が
読
む
ペ
ー
ジ
を
決
め
、
そ
の

部
分
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の
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受
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。
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。
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。
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ボ
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、
そ
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、
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山
形
県
よ
り
「
２
０
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２
や
ま
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公
益
大
賞
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リ
」
の
表
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を
受
け
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た
。
ま
た
、
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河
江
市
に
避
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れ
て

い
る
方
へ
の
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報
提
供
や
イ
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ン
ト
の
開
催

な
ど
の
支
援
活
動
も
同
時
に
行
っ
て
お
り
ま

す
。
被
災

地
で
は
ま

だ
ま
だ
人

手
を
必
要

と
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て
お
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ま
す
。
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一
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。
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　風薫る五月晴れの５月22日、立石寺根本中堂の50年に一度のご開帳にあわせ山寺参拝に行ってきました。

途中、大石田の「千本だんご」屋に寄り、好みのだんごや厚揚げをおいしくいただきました。「東沢バラ

公園」では、春先の低温で開花が遅れていて一輪も見ることができなかったのがとても残念でした。

　山寺は予想通りの混雑ではありましたが、50分位で木造薬師如来坐像を参拝することができました。

「今日はこれでもまだまだ空いているほうですよ。」の声にビックリです。参拝の後は「山寺記念館」を

見学して帰ってきました。

　現在寒河江市には、357名の方が避難されており、家族と離れて生活をしている方も数多くいらっしゃ

います。近くにお住まいの方がいらっしゃいましたら、ぜひ声をかけてあげてください。

　もうすぐ夏休み・・・・７月・８月はボランティア体験月間です。市内の施設やボランティア団体活動
に参加して、様々な人と出会える機会です。夏休みを利用して自分に出来るボランティアを見つけましょ
う。関心のある方は、ボランティアセンターへ　☎８３－３２２０
・福祉施設で…障がいのある人とふれあう
・老人ホーム・グループホーム・デイサービスで…お年寄りとふれあうボランティア
・幼稚園、学童保育所で…子どもとふれあうボランティア
・青空教室・長生園盆踊り大会…イベントボランティア
・点字・手話・要約筆記・折紙・傾聴・音訳・語り部・おはなし会体験

日時：８月２日（金曜日）午後２時～８時
場所：西部地区公民館
　心身障がい児・者と
家族の方々のレクリエ
ーションがあります。
会場設営、交流会準備、
出店のお手伝いをして
くれる方を募集します。

日時：毎月第２土曜日　午後１時～３時
場所：ハートフルセンター
　聴こえない、聴こえにくいなどで
つらさを感じることはありませんか。
どうしたら、この不便さが軽減され
るかコミュニケーションについて勉
強します。話し相手になってくれる
方を募集します。

日時：月・水・金曜日
　　　調理／午前8時30分～午後１時
　　　配達／午前10時30分～午後１時
場所：ハートフルセンター
　市内の高齢者宅にお届けする弁当
の調理や配達をする「ふれあい給
食」のボランティアを募集します。
※希望の曜日で調整します。
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寒河江市社会福祉協議会
☎ 83－3220
FAX 83－3221

☎ 83－3220
FAX 83－3221☎ 83－3207　FAX 83－3221

☎ 87－1328
FAX 87－1330

☎ 83－3225
FAX 83－3221

訪問介護事業所・訪問入浴介護事業所
居宅介護支援事業所

ボランティアセンター 老人福祉センター 総合子どもセンター

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
出
前
を
い
た
し
ま
す

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
出
前
を
い
た
し
ま
す

第
54
回 

市
民
福
祉
の
ま
ち
大
会

第
54
回 

市
民
福
祉
の
ま
ち
大
会

＝
福
祉
と
健
康
・
生
活
フ
ェ
ア
＝

＝
福
祉
と
健
康
・
生
活
フ
ェ
ア
＝
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く
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明
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　時

　
８
月
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土
曜
日
）午
後
１
時
〜
３
時
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分

　会

　
　場

　
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

　内

　
　容

・
式
典
　
表
彰
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、
感
謝
状
の
贈
呈

・
講
演
　
未
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（
決
定
次
第
、
市
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
）

・
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示
　
食
生
活
改
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食
事
バ
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ン
ス
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福
祉
施
設
作
品
展
、
目
で
み
る
健
康
づ
く
り
、

　
暮
ら
し
の
広
場
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
な
ど

情 報 掲 示 板情 報 掲 示 板

エコキャップ運動の報告エコキャップ運動の報告

入場
無料
入場
無料

　サ
ロ
ン
・
老
人
ク
ラ
ブ
・
町
会
・
子
ど
も
会
の
行
事
に
市
内

で
活
動
し
て
い
る
特
技
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　詳
し
く
は
、
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会
福
祉
協
議
会
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ン
テ
ィ
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ー
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２
０

№ 　　活動内容
１ 疑似体験教室
２ 音楽療法（ハンドベル）
３ 歌と踊り
４ 懐かしの映画上映
５ 大型紙芝居
６ 国際舞踊
７ ギター演奏
８ チンドンパレード
９ 出前落語
10 折り紙
11 大黒舞・フラダンス
12 民話などの語り部
13 大正琴演奏
14 津軽三味線演奏
15 腹話術

ご寄付ありがとうございましたご寄付ありがとうございました

◆輪なげセット〈10台〉
◆車いす〈６台〉
　身体の不自由な方に（短期）
◆バーベキュー用鉄板セット〈２台〉

◆ポップコーン機〈３台〉
◆綿菓子機〈２台〉
◆かき氷機〈３台〉
◆もちつき用うす・杵

★まちづくり用機材を貸し出し中★★まちづくり用機材を貸し出し中★

さがえ福祉だよりの愛称「愛さぽーと」にさがえ福祉だよりの愛称「愛さぽーと」に
　ことし３月、本会広報紙さがえ福祉だよりの愛
称募集をしましたが、県内外から23件寄せられま
した。選考の結果、名古屋市中村区にお住まいの
小寺光雄さんの作品で、みんなの愛の心で地域福
祉をサポートする意味を込めた『愛さぽーと」に
決まりました。
　これからも市民の皆様に
親しまれる広報紙として福
祉の情報をたくさんお届け
したいと思います。

（平成25年１月21日～平成25年６月30日までのご寄付
　を掲載しています。）

●山形県遊技業協同組合
　理事長　井上　静夫 様
　　　　　200,000円

●株式会社ツルハホールディングス様より山形県
　社会福祉協議会を通じて自走式車いす１台ご寄
　贈いただきました。短期貸し出しに使わせてい
　ただきます。ありがとうございました。

＝皆さまのご厚情に心よりお礼申しあげます＝

　これまで多くの方々からお持ちいただいたキャップは累計488,020個となりました。（５月17日現在）
ワクチン605人分です。みなさまのご協力ありがとうございました。
★集める際のお願い
　・飲料のキャップのみです。・シールをはがしてください。・軽く洗って、乾燥してください。

町内会・子ども会行事等にご利用下さい町内会・子ども会行事等にご利用下さい
※事前に予約が
　必要です。
※無料でお貸し
　します。

※事前に予約が
　必要です。
※無料でお貸し
　します。


